
　

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校
は
、
４
学
科
か

ら
成
る
学
校
だ
。
１
９
９
０
年
代
に
始
ま
っ
た
地
域

の
経
済
不
況
の
影
響
に
よ
り
、
高
卒
者
の
就
職
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
中
、
同
校
で
は
次
第
に
４
年
制
大
学
へ

の
進
学
を
目
指
す
生
徒
が
増
加
し
始
め
、
生
徒
の
多
様

な
志
望
に
応
じ
た
指
導
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
生
徒
が
自
信
を
持
ち
、
本
当
に

進
み
た
い
道
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
後
押
し
も
必
要

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
校
が
一
丸
と
な
り
、
進
路
意
識

の
醸
成
や
学
力
向
上
を
中
心
と
す
る
指
導
改
善
を
図
る

こ
と
に
し
た
。
岡
﨑
伸
二
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
学
校
に
求
め
ら
れ
る

旧制・高知市簡易商業学校として
開校。校是に「報本反始（ほうほ
んはんし）」を掲げる。「経済人と
して信頼と信用を得ることがで
きる能力」「国際人としての視野」
を備え、地域の産業・文化に貢献
する人材の育成を目指している。

設立 １８９８（明治３１）年

形態 全日制・定時制／総合マネジメント科・社会マネジメント科・
情報マネジメント科・スポーツマネジメント科／共学

生徒数 １学年約２８０人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、筑波大、岡山大、高
知大、高知県立大などに２７人が合格。私立大は、同志社大、立命館
大などに延べ１１３人が合格。短大、専門学校進学９１人。就職４５人。

住所 〒７８０ー０９４７　高知県高知市大谷６

電話 ０８８ー８４４ー０２６７

Web site  http://www.kochinet.ed.jp/kochisho-h/
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P R O F I L E

「
進
学
に
も
就
職
に
も
強
い
学
校
」
を

目
指
し
、全
校
体
制
で
指
導
改
善
を
図
る

生
徒
に
高
い
目
標
を
抱
か
せ
る

指
導
を
学
校
全
体
で
推
進
し
、

自
己
実
現
に
挑
む
意
欲
を
育
む

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

主
体
的
な
進
路
意
識
の
醸
成

変革のステップ

•４年制大学への進学を目指す生徒が増える中、希
望進路に応じた進路指導に課題があった

背景と課題

実践内容

•自分の進みたい道を選択する生徒が目立つようにな
り、国公立大学進学者も増加

• 教科指導・進路指導と特別活動の有機的つながり
を強化することが、今後の課題

成果と展望

•教師間の目線合わせを徹底　学校経営ビジョンや
重点教育計画を策定し、さらに、学校が育成を目
指す資質・能力を「市

し

商
しょう

（＊１）マネジメント力」と
して整理し、教師間の目線合わせをしっかり行う

•「国公立大学対策講座」の開設　国公立大学への
進学を志望する３年生を対象にした「国公立大学
対策講座」を開設し、高い目標を抱く生徒同士が
刺激し合える環境を整備

•特別活動で成功体験を積ませる　特別活動を通し
て、生徒に「やればできる」という自信をつけさせ、
高い目標に挑戦しようとする進路意識を醸成

＊１　同校の略称。
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教
育
は
変
わ
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
地
域
社
会
に
お

け
る
即
戦
力
の
養
成
に
従
来
通
り
力
を
入
れ
な
が

ら
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
視
野
に
入
れ
た
指
導
も

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
希
望
進
路
を
実
現
で
き
る
『
進
学
に

も
就
職
に
も
強
い
学
校
』
を
つ
く
り
、
地
域
に
一
層

貢
献
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
目
指
す
学
校
像
の
共
有

だ
。
管
理
職
と
進
路
指
導
部
長
・
教
務
部
長
・
商
業
科

長
で
構
成
さ
れ
る
「
学
校
づ
く
り
企
画
会
議
」
を
設
置

し
、
年
度
ご
と
に
「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」「
重
点
教

育
計
画
」
を
策
定
（
図
１
）。
学
科
・
コ
ー
ス
・
校
務

分
掌
・
教
科
会
ご
と
に
重
点
教
育
計
画
に
基
づ
い
た
指

導
方
針
を
立
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

推
進
す
る
体
制
を
整
え
た
。
現
在
で
は
、
そ
れ
ら
に
加

え
て
、「
課
題
発
見
・
課
題
解
決
力
」「
察
す
る
力
」「
失

敗
か
ら
学
ぶ
力
」
と
い
っ
た
生
徒
に
育
み
た
い
６
つ
の

資
質
・
能
力
を
整
理
し
た
「
市し

商し
ょ
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」

も
打
ち
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
指
針
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。「
市
商
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」
は
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
も
根
づ
い
て
お
り
、
生
徒
自
ら
が
部
活

動
の
応
援
な
ど
で
「『
市
商
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
』
６
番
！

（
＊
２
）」
と
入
れ
込
む
ほ
ど
だ
と
い
う
。

　

進
路
指
導
部
で
は
、
進
路
指
導
・
教
科
指
導
の
方
針

の
統
一
を
図
り
、
ま
ず
は
全
学
科
で
同
じ
模
擬
試
験
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
を
、

進
路
指
導
部
の
安
岡
浩
二
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
度
を
把
握
し
、
普
通

科
高
校
と
同
じ
意
識
で
指
導
で
き
る
よ
う
、
一
般
教

科
・
科
目
の
到
達
目
標
は
『
模
擬
試
験
の
偏
差
値
50

以
上
』
と
設
定
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
数
値
を
示
せ

ば
、
各
教
科
担
当
の
教
師
は
そ
の
達
成
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
や
す
く
な
り
、
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

学
科
間
の
連
携
強
化
に
も
力
を
入
れ
、
全
学
科
の
学

年
主
任
を
進
路
指
導
部
の
所
属
と
し
た
。
そ
し
て
、
生

徒
の
進
路
選
択
が
具
体
化
し
て
い
く
２
年
次
の
２
月
以

降
は
、
進
路
指
導
部
の
全
教
師
と
各
学
級
担
任
が
定
期

的
に
集
ま
る
「
進
路
検
討
会
」
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

毎
回
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
評
定
や
模
擬
試

験
の
成
績
の
推
移
、
希
望
進
路
な
ど
を
確
認
し
て
指
導

方
針
を
話
し
合
い
、
担
任
の
個
別
指
導
に
反
映
さ
せ
る
。

進
路
指
導
部
長
の
安
岡
孝
浩
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
安
全
志
向
に
な
り
が
ち
な
生
徒
に
も
、
目
標
を

高
く
設
定
し
、挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

進
路
検
討
会
の
重
要
な
目
的
は
、
そ
う
し
た
指
導
方

針
を
共
有
し
、
全
学
科
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
第
１
志
望
の
実
現
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
も

想
定
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
納
得
す
る
進
路
指
導

を
意
識
し
て
い
ま
す
」

学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
し
、

教
師
・
生
徒
の
目
線
合
わ
せ
を
徹
底

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

森
本
堅
祐
　
も
り
も
と
・
け
ん
す
け

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
進
路
指

導
部
。
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
特
進
コ
ー
ス
主
任
。

「
生
徒
に
と
っ
て
の
最
善
を
考
え
、接
し
て
い
き
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

西
岡
秀
和
　
に
し
お
か
・
ひ
で
か
ず

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
進
路
指

導
部
。「『
若
い
う
ち
の
苦
労
は
買
っ
て
で
も
せ
よ
』

生
徒
と
と
も
に
成
長
を
続
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

成
瀬
孝
治
　
な
る
せ
・
こ
う
じ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
特
別
活

動
指
導
部
長
。「
諦
め
が
限
界
を
生
む
。
時
に
は
猪

突
猛
進
で
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

安
岡
浩
二
　
や
す
お
か
・
こ
う
じ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
進
路
指

導
部
。
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
特
進
コ
ー
ス
長
。「
物

事
の
背
景
に
目
を
向
け
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校

安
岡
孝
浩
　
や
す
お
か
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「『
我
が
子
な
ら
ば
ど
う
手
助
け
す
る
か
？
』

と
常
に
自
問
し
な
が
ら
、
進
路
指
導
を
行
い
た
い
」

高
知
県
・
高
知
市
立
高
知
商
業
高
校
校
長

岡
﨑
伸
二
　
お
か
ざ
き
・
し
ん
じ

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
38
年
目
。「『
す
べ

て
親
心
で
』（
初
代
校
長
）
生
徒
に
向
か
い
、
校
是

『
報ほ

う

本ほ
ん

反は
ん

始し

』『
鵬ほ

う

程て
い

万ば
ん

里り

』
の
精
神
で
の
学
校
経
営
」

＊２　６番とは、図１の「市商マネジメント力」の⑥「失敗から学ぶ力」を指す。

高知商業高校の目指す学校像図1

◎２０１８年度学校経営ビジョン
教職員全員が同じ方向を向く時、相乗効果と
波及効果が生まれ、生徒が変わる

◎２０１８年度重点教育計画
①ビジネスマナー教育の徹底
②基礎学力向上
③市商マネジメント力の育成
④学びに向かう力の育成

◎市商マネジメント力
①コミュニケーション力
②課題発見・課題解決力
③プレゼンテーション力
④ＩＣＴ活用力＆英語活用・表現力
⑤察する力
⑥失敗から学ぶ力

＊学校資料を基に編集部で作成
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進
路
意
識
の
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
は
、
２

つ
の
柱
を
設
け
て
い
る
。

　

１
つ
は
、
国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
全
学
科
の
３
年

生
を
対
象
に
、
４
〜
12
月
ま
で
行
う
「
国
公
立
大
学
対

策
講
座
」
だ
。
一
般
入
試
や
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
流
れ

を
説
明
し
、
短
期
・
長
期
両
方
の
学
習
計
画
を
考
え
さ

せ
た
り
、
学
習
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
大
学
の
教

員
や
地
域
の
社
会
人
を
講
師
と
し
て
招
き
、
出
前
講
座

を
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
。
ほ
か
に
も
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ

入
試
で
の
進
学
を
目
指
す
生
徒
に
は
、
管
理
職
を
含
む

全
教
師
が
分
担
し
、
面
接
対
策
や
志
望
理
由
書
作
成
の

た
め
の
指
導
を
行
う
。
そ
の
取
り
組
み
を
企
画
し
た
進

路
指
導
部
の
西
岡
秀
和
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
国
公
立
大
学
進
学
と
い
う
目
標
を
共
有
す
る
生

徒
が
集
ま
れ
ば
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
合
え
る
と
思

い
、
そ
う
し
た
機
会
を
定
期
的
に
設
け
、
最
後
ま

で
頑
張
ろ
う
と
す
る
意
欲
的
な
集
団
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
ま
し
た
。『
国
公
立
大
学
対
策
講
座
』
に
参

加
す
る
生
徒
は
次
第
に
増
え
、
２
０
１
８
年
度
は

１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
進
路
選
択
に
前
向
き
に

な
る
生
徒
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
全
学
科
の
先
生
方

か
ら
の
協
力
が
一
層
得
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
」

　

も
う
１
つ
は
、
希
望
進
路
を
実
現
し
た
３
年
生
が
１
・

２
年
生
の
教
室
に
出
向
き
、
そ
の
進
路
を
選
ん
だ
理
由
、

大
学
受
験
や
就
職
活
動
の
体
験
談
な
ど
を
語
る
「
よ
う

こ
そ
先
輩
」
だ
。

　
「
進
路
決
定
に
至
る
ま
で
の
不
安
や
迷
い
を
具
体

的
に
挙
げ
な
が
ら
、『
そ
れ
で
も
、
自
分
の
力
を
信

じ
て
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
よ
か
っ
た
』
と

述
べ
る
３
年
生
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
う
し
て
自
己
実

現
を
果
た
し
た
３
年
生
の
話
を
聞
け
ば
、
１
・
２
年

生
は
『
自
分
も
頑
張
ろ
う
』
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

主
体
的
な
進
路
選
択
へ
の
意
識
づ
け
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
西
岡
先
生
）

　

学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、
日
々
の
授
業
を
充
実
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
、
全
学
科
で
指
導
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
１
つ
が
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
中
心
の
授
業
だ
。

各
教
科
・
科
目
で
グ
ル
ー
プ
学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
記
述
を
通
じ
た
振

り
返
り
も
重
視
し
、
生
徒
が
自
己
評
価
を
し
や
す
い
よ

う
、
各
授
業
に
お
け
る
評
価
規
準
は
板
書
な
ど
で
明
示

し
て
い
る
。
18
年
度
か
ら
は
、
振
り
返
り
を
始
め
る
目

安
と
し
て
、
授
業
終
了
の
５
分
前
に
予
鈴
を
鳴
ら
す
こ

と
に
し
た
。
そ
う
し
た
学
校
全
体
で
大
切
に
し
て
い
る

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
ま
と

め
（
図
２
）、
全
教
室
に
掲
示
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
学
科
・
コ
ー
ス
独
自
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

例
え
ば
、
国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
多
い
総
合

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
特
進
コ
ー
ス
で
は
、
毎
朝
10
分
間
の

朝
学
習
の
時
間
を
設
定
し
、「Classi

」（
＊
３
）
で
配

信
す
る
小
テ
ス
ト
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同

コ
ー
ス
で
は
、
18
年
度
の
１
年
生
か
ら
「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
へ
の
対
応
も
検
討
中
だ
。
同
コ
ー
ス
主
任

の
森
本
堅け

ん

祐す
け

先
生
は
、
自
身
が
担
当
す
る
地
理
歴
史
・

公
民
科
の
方
針
に
つ
い
て
こ
う
話
す
。

　
「
同
テ
ス
ト
の
試
行
調
査
の
問
題
を
見
る
と
、
語

句
か
ら
文
を
選
ん
だ
り
、
複
数
の
資
料
を
比
較
・
分

析
し
た
り
す
る
問
題
が
増
え
、
読
解
力
が
よ
り
求
め

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
語

科
や
商
業
科
と
連
携
し
た
授
業
を
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
校
の
指
導
改
善
の
推
進
に
は
、
生
徒
会
活
動
や
学

校
行
事
と
い
っ
た
特
別
活
動
の
支
え
も
大
き
い
。

　

同
校
で
は
、
ラ
オ
ス
に
お
け
る
学
校
建
設
を
支
援
す

る
国
際
協
力
活
動
を
生
徒
会
主
体
で
行
う
な
ど
、
特
別

活
動
が
伝
統
的
に
盛
ん
で
あ
り
、「
市
商
祭
」（
文
化
祭
）

同
じ
目
標
を
抱
く
生
徒
を
集
め
、

最
後
ま
で
頑
張
る
意
欲
を
高
め
る

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
全
教
師
が
共
有
し
、

組
織
的
に
学
力
向
上
対
策
を
推
進

特
別
活
動
に
お
け
る
成
功
体
験
で
、

自
信
を
深
め
る
生
徒
た
ち

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

授業スタンダード（抜粋）図２

授業規律スタンダード

授業実践スタンダード

●　授業者１分前着
●　号令「起立・礼・着席」
●　机の上の教材以外の物を片づけさせる　など

●　本時の生徒の到達目標（具体的なアウトプット）を
板書などで明示

●　プロセス（発言の質や量などの行動目標）評価の
規準を板書などで明示

●　ワーク中、積極的にプロセス評価（対話的な学び
の促進）を行う

●　振り返り
　•プロセス評価のまとめを行う
　• 板書した本時の生徒の到達目標を振り返る　など

＊学校資料を基に編集部で作成
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で
は
、
毎
年
、
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
模
擬
店
や

ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
っ
た
趣
向
を
凝
ら
し

た
企
画
を
行
う
。
特
別
活
動
指
導
部
長
の
成
瀬
孝
治
先

生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
力
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
出
し
物
を
練
り
上
げ
ま
す
。
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
最
後
ま
で
粘

り
強
く
取
り
組
む
生
徒
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
う
し
た

経
験
を
積
む
中
で
、ど
の
生
徒
も
『
や
れ
ば
で
き
る
』

と
い
う
自
信
を
つ
け
て
い
く
よ
う
で
す
」

　

17
年
度
の
市
商
祭
か
ら
は
、
同
校
が
運
賃
を
負
担
し
、

路
面
電
車
で
の
来
校
者
を
増
や
す
と
い
う
取
り
組
み

「
電
車
で
市
商
祭
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
を
、
地
域
の
鉄
道
会
社

や
デ
パ
ー
ト
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
来

校
者
用
の
駐
車
場
の
不
足
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
生
徒
会
役
員
や
ク
ラ
ス
評
議
員
ら
が
自
ら
立
案
し

た
企
画
だ
。
市
商
祭
の
約
１
か
月
前
か
ら
は
、
Ｐ
Ｒ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
た
路

面
電
車
も
運
行
し
て
も
ら
っ
た
（
写
真
）。

　
「
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
地
域
で
評
判
に
な
り
、
17
年

度
の
来
校
者
は
例
年
の
約
１
・
５
倍
に
な
り
ま
し
た
。

盛
況
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
生
徒
は
『
高
校
生
で

も
地
域
や
大
人
を
動
か
せ
る
の
だ
』
と
感
じ
た
よ
う

で
す
。
そ
う
し
た
感
動
が
自
分
の
可
能
性
に
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
積
極
的
に
や
り
た
い
こ
と

に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」（
成
瀬
先
生
）

　

市
商
祭
や
合
唱
大
会
と
い
っ
た
大
規
模
行
事
で
は
、

各
学
科
の
３
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
が
行
事
の
準
備
・
練
習

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
安
岡
孝
浩
先
生
）

　

一
連
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
進
路
実
績
に
結
び
つ

き
、
毎
年
20
人
以
上
が
国
公
立
大
学
に
進
学
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
高
い
目
標
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
意
識
の

向
上
は
、
前
述
し
た
「
国
公
立
大
学
対
策
講
座
」
に
参

加
す
る
生
徒
が
１
０
０
人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
う
か

が
え
る
。
ほ
か
の
進
路
を
選
ぶ
生
徒
も
、
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
に
向
き
合
い
、
結
論
を
出
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
以
前
と
最
も
大
き
く
異
な
る
と
感
じ
る
の
は
、

卒
業
式
で
の
生
徒
の
表
情
で
す
。
堂
々
と
し
て
い
る

生
徒
が
多
く
、
自
分
で
決
め
た
進
路
へ
の
期
待
感
と

『
３
年
間
、
力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
だ
』
と
い
っ
た

達
成
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」（
安
岡
孝
浩
先
生
）

　

そ
う
し
た
生
徒
の
変
化
を
見
て
、
指
導
改
善
を
さ
ら

に
進
め
よ
う
と
す
る
教
師
が
全
学
科
で
増
え
て
い
る
。

18
年
度
の
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
う
た
わ
れ
た
「
相
乗

効
果
と
波
及
効
果
」
が
、
実
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

今
後
は
、
教
科
指
導
・
進
路
指
導
と
特
別
活
動
の
つ

な
が
り
を
強
め
て
い
き
た
い
と
、
岡
﨑
校
長
は
話
す
。

　
「
高
校
卒
業
後
、
い
っ
た
ん
県
外
に
出
た
生
徒
に

も
、
い
ず
れ
は
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究

学
習
と
特
別
活
動
を
融
合
さ
せ
る
な
ど
、
生
徒
の
地

域
へ
の
関
心
を
よ
り
高
め
る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

よ
う
と
計
画
中
で
す
。
そ
う
し
て
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

期
間
中
に
集
ま
り
、
毎
日
の
活
動
を
振
り
返
る
「
リ
ー

ダ
ー
会
」
を
放
課
後
に
行
う
。
そ
こ
で
準
備
・
練
習
の

課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
翌
日
に
改
善
す
る
た
め
の

計
画
を
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ト
」
に
書
く
。
ま

た
、
生
徒
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
内
容
に
つ
い

て
、
市
内
の
全
公
立
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
校
外
の
様
々
な
場
で
発
表
す
る
。
そ

う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
得
た
学
び
は
、
日
々
の
授
業

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
行
事
の
リ
ー
ダ
ー
や
生
徒
会
役
員
は
、
特
別
活

動
で
の
経
験
を
生
か
し
、
授
業
で
自
分
の
考
え
を
整

理
し
て
述
べ
、
的
確
な
振
り
返
り
を
行
い
ま
す
。
そ

う
し
た
姿
か
ら
、
ほ
か
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
刺
激
を

受
け
る
よ
う
で
す
。
当
初
は
控
え
め
で
も
、
次
第
に

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
生
徒
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
特
別
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
生
徒

が
『
核
』
と
な
り
、
学
校
全
体
に
よ
い
影
響
を
及
ぼ

高知県・高知市立高知商業高校

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
し
、指
導
改
善
を
続
け
る

写真　地域の大学や企業と連携する特別活動の企画
では、外部との交渉は基本的にすべて生徒が行う。
市商祭の「電車で市商祭へＧＯ！」のＰＲ方法も、生
徒が予算も含め総合的に判断しながら鉄道会社と話
し合い、路面電車にイルミネーションを施してもらう
ことにした。
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